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各検討部会の開催状況について 
 

■平成３０年度第１回急性期医療連携検討部会            

１ 日 時 

平成３０年８月２３日（木）午後２時から午後３時１０分 
 
２ 場 所 

宇部西リハビリテーション病院 
 
３ 部会長 

宇部記念病院長 小田悦郎 
 
４ 出席者 

別添のとおり 
 
５ 議 事 

（１）平成３０年度検討部会について 

（２）調整会議の取組促進に係る対応について 

（３）平成２９年度病床機能報告の結果等について 

（４）地域医療構想の実現に向けた医療機関の対応方針の協議について 

（５）平成３０年度医療機能分化連携推進事業（基金事業）について 

 

６ 部会における意見等 

○ 平成２９年度病床機能報告結果に基づいて、今後、病床機能の転換等を

予定している各医療機関の動向など情報交換を行った。 

○ 平成２９年度病床機能報告結果を踏まえた各圏域のデータ分析及び当

圏域の状況等を説明の上、公的医療機関等について、地域医療構想の実現

に向けた対応方針を協議した。 

○ 医療機能分化連携推進事業に係る回復期施設・設備整備の実施希望につ

いて、圏域の回復期機能の確保を図る方向性と整合していることから、部

会として合意した。 

 

《議事１》平成３０年度検討部会について 

   事務局から、平成３０年度検討部会の協議の進め方及びスケジュールに

ついて説明を行った。 

  （主な意見・質問等） 

   特に意見・質問等はなし 

資料１ 
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《議事２》調整会議の取組促進に係る対応について 

事務局から、国の通知を踏まえた地域医療構想調整会議における対応に

ついて説明を行った。 

  （主な意見・質問等） 

   特に意見・質問等はなし 

 

《議事３》平成２９年度病床機能報告の結果等について 

事務局から、平成２９年度病床機能報告の結果等について説明を行うと

ともに、平成３０年度からの病床機能報告において、保険点数による医療

機能分類を参考に、医療機能を選択する取扱いを示した。 

これを踏まえ、病床機能の転換等を今後予定している各医療機関の動向

など情報交換を行った。 

（主な意見・質問等） 

今年度中に４病院が、地域で不足する回復期機能の確保を図るため、急

性期病床から地域包括ケア病床への転換を予定するなど、２０２５年に向

け各医療機関の取組が動き始めている状況が確認された。 

 

《議事４》地域医療構想の実現に向けた医療機関の対応方針の協議について 

事務局から、地域医療構想の実現に向けた医療機関の対応として、公立

病院についても公的医療機関等２０２５プランを作成し、また、その他の

医療機関についても今後の事業計画を策定の上、次回以降の検討部会で協

議することを説明した。 

また、各公的医療機関から、昨年度策定した公的医療機関等２０２５プ

ランについて、現在の状況も踏まえ、今後の方針や具体的な計画の説明を

行った。 

 （主な意見・質問等） 

  ○ 山口大学医学部附属病院プランの「特定機能病院等は、県全体の医療

を考慮する必要があることから、圏域とは別の位置付けで議論する必要

がある」との意見について、地域の実情や大学病院の特殊性等を踏まえ

て検討していくことで支障はないか。 

   → 現時点、国の方針が定まっていないため、地域の実情に応じて協議

していただきたい。 

○ 地域医療構想の推進により急性期病床の減少やそれに伴う医師の減少

が進んだ場合、地域の救急医療体制が維持できるか懸念がある。 
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《議事５》平成３０年度医療機能分化連携推進事業（基金事業）について 

事務局から、医療機能分化連携推進事業について説明を行った。 

また、今年度、実施を希望した宇部協立病院から、回復期施設・設備整

備事業の内容について説明を行った。 

（主な意見・質問等） 

地域で不足する回復期機能の確保を図る方向性と整合していることか

ら、部会として合意した。 
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■平成３０年度第１回回復期・慢性期医療連携検討部会及び平成３０年度第１

回地域包括ケア連携検討部会（合同部会） 

１ 日 時 

平成３０年８月２３日（木）午後３時３０分から午後４時４０分 
 

２ 場 所 

宇部西リハビリテーション病院 
 

３ 部会長 

セントヒル病院長 西嶋雋嘉（回復期・慢性期部会） 

宇部西リハビリテーション病院長 梶原浩司（地域包括ケア部会） 
 

４ 出席者 

別添のとおり 
 
５ 議 事 

（１）平成３０年度検討部会について 

（２）調整会議の取組促進に係る対応について 

（３）平成２９年度病床機能報告の結果等について 

（４）地域医療構想の実現に向けた医療機関の対応方針の協議について 

（５）平成３０年度医療機能分化連携推進事業（基金事業）について 

 

６ 部会における意見等 

○ 平成２９年度病床機能報告結果に基づいて、今後、病床機能の転換等を

予定している各医療機関の動向など情報交換を行った。 

○ 平成２９年度病床機能報告結果を踏まえた各圏域のデータ分析及び当

圏域の状況等を説明の上、公的医療機関等について、地域医療構想の実現

に向けた対応方針を協議した。 

○ 医療機能分化連携推進事業に係る回復期施設・設備整備の実施希望につ

いて、圏域の回復期機能の確保を図るとともに、地域包括ケアシステムを

推進する方向性と整合していることから、部会として合意した。 

 

《議事１》平成３０年度検討部会について 

   事務局から、平成３０年度検討部会の協議の進め方及びスケジュールに

ついて説明を行った。 

  （主な意見・質問等） 

   特に意見・質問等はなし 



5 

 

《議事２》調整会議の取組促進に係る対応について 

事務局から、国の通知を踏まえた地域医療構想調整会議における対応に

ついて説明を行った。 

  （主な意見・質問等） 

   特に意見・質問等はなし 

 

《議事３》平成２９年度病床機能報告の結果等について 

事務局から、平成２９年度病床機能報告の結果等について説明を行うと

ともに、平成３０年度からの病床機能報告において、保険点数による医療

機能分類を参考に、医療機能を選択する取扱いを示した。 

これを踏まえ、病床機能の転換等を今後予定している各医療機関の動向

など情報交換を行った。 

（主な意見・質問等） 

  今年度中に４病院が、地域で不足する回復期機能の確保を図るため、

急性期病床から地域包括ケア病床への転換を予定するとともに、３病院

が慢性期病床から介護医療院への転換を予定するなど、２０２５年に向

け各医療機関の取組が動き始めている状況が確認された。 

 

《議事４》地域医療構想の実現に向けた医療機関の対応方針の協議について 

事務局から、地域医療構想の実現に向けた医療機関の対応として、公立

病院についても公的医療機関等２０２５プランを作成し、また、その他の

医療機関についても今後の事業計画を策定の上、次回以降の検討部会で協

議することを説明した。 

また、各公的医療機関から、昨年度策定した公的医療機関等２０２５プ

ランについて、現在の状況も踏まえ、今後の方針や具体的な計画の説明を

行った。 

 （主な意見・質問等） 

   特に意見・質問等はなし 
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《議事５》平成３０年度医療機能分化連携推進事業（基金事業）について 

事務局から、医療機能分化連携推進事業について説明を行った。 

また、今年度、実施を希望した宇部協立病院から、回復期施設・設備整

備事業の内容について説明を行った。 

（主な意見・質問等） 

地域で不足する回復期機能の確保を図るとともに、地域包括ケアシステ

ムを推進する方向性と整合していることから、部会として合意した。 

 


